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              ～新井ＰＡ・スマートＩＣから上越ＪＣＴ間は全て４車線に～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社（新潟市中央区）は、      上信越自動車道 信濃町ＩＣ～上越 

ＪＣＴ間（３７．５㎞）において進めてまいりました４車線化工事について、１２月７日（金）午後３時

頃に１５．９㎞が新たに４車線運用を開始します。今回の運用開始により、付加車線設置済み

延長１２．８㎞と合わせて、当区間の約８割（２８．７㎞）が４車線となります。 

なお、４車線運用開始日時は、天候等により前後する場合があります。 

また、残る約２割（８．８㎞）は平成３１年度（２０１９年度）内に完成し、同区間の完成をもって

上信越自動車道は全線４車線化となります。 

今後も安全対策に細心の注意を払いながら工事を進めてまいりますので、ご理解とご協力の

ほど、よろしくお願いします。 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上信越自動車道（信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ間）の約８割が 

１２月７日（金）に４車線となります 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 
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平成31年度（２０１９年度）内に全て４車線化

平成30年12月７日（金）午後３時以降
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４車線運用開始区間

平成30年11月20日より

車線開放済みの区間

 

 

 

 上信越自動車道 信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ（３７．５㎞）の４車線化工事区間において、１２月７日（金）

午後３時頃に以下の区間で４車線運用が始まります。 

◆ 信濃町ＩＣ～妙高高原ＩＣ間    （５．１㎞のうち３．２㎞）＊一部区間４車線化 

◆ 妙高高原ＩＣ～中郷ＩＣ間     （１２．０㎞のうち９．５㎞）＊一部区間４車線化 

◆ 中郷ＩＣ～新井ＰＡ・ＳＩＣ間    （７．４㎞のうち３．０㎞）＊一部区間４車線化 

◆ 新井ＰＡ・ＳＩＣ～上越高田ＩＣ間 （７．１㎞）＊完全４車線化 

◆ 上越高田ＩＣ～上越ＪＣＴ間    （５．９㎞）＊完全４車線化 

 

これにより、信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴの区間延長（３７．５㎞）のうち、約８割（２８．７㎞）が４車線となりま

す。今回の４車線運用開始により、新井ＰＡ・スマートＩＣから上越ＪＣＴ間（１３．０㎞）が全て４車線となり

ます。なお、４車線運用開始日時は、天候等により前後する場合がございますので、ご了承ください。 

残る約２割（８．８㎞）につきましては、平成３１年度（２０１９年度）内に完成する予定です。 

ご通行されるお客様は現地の交通規制に従って、引き続き安全運転にご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４車線運用開始区間の概略図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上信越自動車道 ４車線化事業区間の概要 

◇道 路 名 ： Ｅ18 上信越自動車道 

◇４車線化 ： 信濃町ＩＣ （長野県上水内郡信濃町大字野尻） 

事業区間    ～上越ＪＣＴ （新潟県上越市大字中屋敷） 

◇区間延長 ： 37.5 ㎞ （４車線化工事延長 ： 24.7 ㎞） 

◇Ｅ18 上信越自動車道は、Ｅ17 関越自動車道 藤岡ＪＣＴから群馬県南部、長野

県北部、新潟県西部を経て上越ＪＣＴでＥ8 北陸自動車道へ接続する、延長約２０

３㎞の高速道路です。 

◇このうち信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ間の３７．５㎞のみが、暫定２車線区間となっており、

ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社（新潟市中央区）では、この区間の４車線化工事を行っ

ております。 

◇この区間は日本有数の豪雪地帯を通過しているうえに、日本海側の標高４０ｍ（上

越ＪＣＴ付近）から長野県側の標高６８０ｍ（信濃町ＩＣ付近）まで標高が上がる、急

勾配の区間となっています。 

【妙高高原ＩＣにおける累計降雪量（H26～H29）】 
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信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ間 （37.5 ㎞） 

信濃町ＩＣ 

妙高高原ＩＣ 

【信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ間の縦断図】 
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中郷ＩＣ付近の積雪状況 

妙高高原ＩＣ付近の積雪状況 

例年 10ｍを

超える降雪

があります。 
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死傷事故となる割合

約 3.3 倍

割合： 通⾏⽌めを伴う事故件数 / 総事故
対象は上信越⾃動⾞道 ⻑野IC〜上越JCT間
完成4⾞線区間（⻑野IC〜信濃町IC）
暫定2⾞線区間（信濃町IC〜上越JCT）

出典： NEXCO東⽇本調べ（集計対象H25〜H29年）

割合： 総死傷事故件数 / 億台キロ
対象は上信越⾃動⾞道 ⻑野IC〜上越JCT間
完成4⾞線区間（⻑野IC〜信濃町IC）
暫定2⾞線区間（信濃町IC〜上越JCT）

出典： NEXCO東⽇本調べ（集計対象H25〜H29年）
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◇平成 11 年の上信越自動車道全線開通以降に、暫定 2 車線区間の簡易中央分

離帯（ラバーポール等）を突破し、反対車線に飛び出す事故が 70 件発生してお

り、うち死亡事故が 13 件発生しています。（平成 30 年 9 月末現在） 

４車線化により中央分離帯に防護柵が設置されるため、このような重大事故が減少

します。 

中央分離帯に防護柵 

が設置されることで、 

反対車線に飛び出す 

重大事故が減少します。 

上信越自動車道４車線化による効果  ◆重大事故の減少 

【上信越自動車道の暫定２車線区間と完成４車線区間の比較】 

上下線通行止め 

片方向通行止め 
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◇道路の勾配などが変化する場所や車線が減少する場所などにおいて、発生してい

た交通集中に伴う渋滞が、4 車線化（車線が増加すること）で減少します。 

下り線 観音平トンネルからの渋滞状況 

（H30 ゴールデンウィーク）

上り線 天神堂トンネルからの渋滞状況 

（H21 ゴールデンウィーク）

上信越自動車道４車線化による効果  ◆渋滞の緩和 

【トンネル連続区間での渋滞状況】 

天神堂トンネル 観音平トンネル
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下り線 トンネル連続区間での 

渋滞状況（H22～H29） 

上り線 トンネル連続区間での 

渋滞状況（H22～H29） 
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【トンネル連続区間での渋滞発生メカニズム】 

車線が増加することで、こうした

渋滞が減少します。 

トンネル入口

で速度低下 

後続車が

ブレーキ 

渋滞 

トンネル入口 

上り坂 トンネル入口 

トンネル入口・上り坂 上り坂 

・車線減少 



0

10

20

30

40

50

60

70

80

通
行
止
め
回
数

気象

交通事故等

工事

長
野

須
坂
長
野
東

信
州
中
野

豊
田
飯
山

信
濃
町

妙
高
高
原

中
郷

上
越
高
田

上
越
J
C
T

４車線区間（42.3㎞） 暫定２車線区間（37.5㎞）

１３回 ２６３回

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇従来は通行止めをして作業せざるをえなかった、交通事故の復旧作業や道路の 

維持補修工事などについて、車線規制により実施できるようになるため、通行止め

の回数が削減されます。 

◇雪などにより、大型車が登坂不能となって車線を塞ぎ、後続の車両が滞留して 

しまう事象が、過去 10 年間（H19 年度～H29 年度）で 55 回発生していましたが、

４車線化によって、こうした場合でも登坂不能車両を回避して通行できるようになり

ます。 

登坂不能車両による車線閉塞状況 

登坂不能車両を回避して

通行できるようになります。 

79 回 

162 回 

8 回 

0 回 

【上信越自動車道の通行止め回数実績（H27～H29）】 

長野 IC～信濃町 IC （４車線区間）    信濃町 IC～上越 JCT （暫定２車線区間） 

通行止め回数が、既に４車線化されている長野 IC～信濃町 IC 並みになると仮定すると、事故・工事による

通行止めを大幅に削減できると想定されます。 

工事 

事故 

工事 

事故 

上信越自動車道４車線化による効果  ◆円滑な交通の確保 

通
行
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め
回
数 

通行止め回数：IC 間別、上下線別にカウント 



通行止め暫定２車線の場合

災害

発生

４車線の場合

対面通行で通行帯を確保 復旧作業ヤードとして使用

復旧作業完了まで通行できない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇通行帯を確保しながら並行して復旧作業を行えるようになるため、早期に道路を復

旧させることが可能になり、緊急車両の通行や物資の輸送が速やかに行えるように

なります。 

上信越自動車道４車線化による効果 ◆災害時における早期の交通機能の確保 

【新潟県中越地震における災害復旧状況】 

●新潟県中越地震（Ｈ16）を踏まえた土木学会の緊急提言 

『関越道が４車線構造であったということが、地震後早期に車

両通行可能となった要因。』 

関越道では、地震後１９時間後には車両が何とか通れる程度

に補修され、４車線構造だったこともあって１００時間後には緊

急車両が円滑に通行可能な状態にまで応急復旧された。 

（平成 16 年 11 月 12 日 土木学会第二次調査団 

「調査結果と緊急提言」（速報） 抜粋） 

平成１６年１０月２３日に発生した新潟県中越地震において、新潟県内の関越自動車道は盛土が崩れ

る、舗装が波打つなどの大きな被害を受けました。 

被災直後の応急復旧作業においては、既に４車線化されていたことによって、広い復旧作業ヤードを確保

することができ、迅速に作業を実施できました。 

また、応急復旧後は、４車線のうちの２車線を通行帯として確保しながら、被災地救援物資・人員の流れ

を絶やすことなく、並行して道路復旧作業を実施できました。 

（片側の２車線を復旧作業ヤードとして使用） 

緊急車両の通行状況 

（地震発生後 100 時間後）

（上下線の追越車線を通行帯として確保） 


